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第 1 章  国営武蔵丘陵森林公園における  
植物病害相  
   
 
1． 1 諸言  
 
 植物は私たちに様々な恩恵を与えている。食料としては毎日生
産され，生きる上ではなくてはならないものである。  
 また，近年では環境問題が深刻化し環境保護が見直されている。
温室効果ガスの削減のため街の緑化活動が国や県などの公共団
体によって推進されている（環境省， 2014）。  
 さらに，日本ではストレス社会化が問題となり，鬱病などの精
神疾患患者が 2011 年度には 320 万人を上った（厚生労働省，2011）。
内閣府が行ったストレス調査では日々の生活でストレスを感じ
ている人は半数を占めると言う結果となった（内閣府， 2008）。
このような環境の中趣味としての園芸に留まらず，園芸療法とい
った癒しの効果が植物にあると期待されている （国土交通省，
2014）。植物は私たちと密接に関わりより多面的な価値を持った
と言えるであろう。しかしながら，植物病の調査研究は農作物が
中心で緑化・観賞用植物の病害の調査研究は農作物等に比較する
と非常に遅れており，一般に知られている病害であっても，その
発生生態や病原菌の動態の詳細が解明されている 種類は多くな
い（堀江， 1989）。  
 このような背景から関東地域における主要な緑化・観賞用植物
を植栽する国営武蔵丘陵森林公園を調査地として植物病害研究
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を行った。  
 国営武蔵丘陵森林公園は埼玉県北部の滑川町に位置し，明治百
年の記念行事の一環として 1974 年に全国初の国営公園のひとつ
として設立され，武蔵野自然林を内包して広さ 304ha と日本にあ
る国営公園の中で最も広い面積を誇る。この中の都市緑化植物園
では 45 ㎡あり，紅黄葉樹見本園，公園・庭園樹園，花木園，生
垣園，ハーブガーデン，ボーダー花壇および地性植物園のエリア
で構成されている。公園・庭園で使用される木々，生垣に使用さ
れる木々，ガーデニングや食用として使用されるハーブや花卉等。
また，ヤマユリやヤマツツジなどこの地に自生する希少種も多い。 
 ここでの病害の種類とその病原菌を診断・同定し，植物病害の
発生生態を把握する。そして，緑地管理および，緑化・観賞用植
物の安定生産の基礎知見とすることを目的として行った。
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第 1 図  国営武蔵丘陵森林公園園内図（出典：森林公園ホームペ
ージ  
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第 2 図  都市緑化植物園園内図（出典：森林公園ホームページ），
園内風景  
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1． 2 材料と方法  
 
 国営武蔵丘陵森林公園において月に 1 回調査を行った。調査は
2012 年 4 月から 2 014 年 11 月の計 2 2 回実施した。罹病植物は樹
木で主に葉に病害の見られるもの，草本は主に土壌病害を中心に
調査した。  
 園内に植栽されている各種植物について，病害と推定された個
体の被害部を，まず肉眼またはルーペを用いて観察し，病斑上に
標徴としての菌体が確認された，標準的な罹病個体について発生
程度と場所，写真撮影等の記録を行い，罹病サンプルを採取した。 
 発生程度は指数 1～ 5 で表し，以下の基準によって達観調査を
行った。  
 
指数 1：ごく一部の葉に軽度の発病が見られる。  
指数 2：一部の葉に中程度の発病が見られる。  
指数 3：全体の半分程度の葉に中程度の発病が見られる。  
指数 4：ほぼ全体の葉に中～重度の発病が見られる。  
指数 5：全体の葉に重度の発病があり，激しい落葉や枯死などが  
   見られる。  
 
 採集したサンプルは研究室に持ち帰り，病徴写真を撮影後，新
聞紙にはさみ，さく葉標本を作成した。さく葉サンプルは 1 ヶ月
程度新聞紙にはさんだのち， B4 のコピー用紙を追って作成した
ポケットに標本番号，植物名，病原菌名，採集者および採集場所
を記入したラベルを添付し，標本箱に入れて標本室で保存してお
10 
 
り，必要な場合に取出し，観察に用いた。同時に，採集した新鮮
な罹病サンプルは，実体顕微鏡を用いて病徴の特徴をとらえたの
ち，正立顕微鏡使用して，形成形態の観察を行った。封入液には
シェアー液（第 1 表）もしくは蒸留水を使用した。葉に形成した
標徴は徒手切片法を用いた。標徴の見られない罹病サンプルは罹
病部と健全部の境目から切り出した 5 ㎜角の切片を 0 .25%次亜塩
素酸ナトリウム（ 20%次亜塩素酸ナトリウム和光純薬工業株式会
社製 1ml，蒸留水 19ml）に 20～ 40 秒浸漬し，WA 培地（ Water  Agar：
WA18 g  和光純薬工業株式会社製，蒸留水 1  l）に置床し，単菌糸
分離を行い，菌株を得た。培養には PDA 平板培地（ Pota to  Deex t rose  
Agar： PDA39 g  Becion， Dickinson and  Compan y 製，蒸留水 1 l，）
を使用し，保存には PSA 斜面培地（ Pota to  Sucrosea  Agar：ジャガ
イモ 200  g，寒天 18 g，ショ糖 20  g，水 1 l）を使用した。そして，
得られた菌株を観察し同定した。   
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第 1 表  シェアー液  
酢酸ナトリウム  10g  
グリセリン  200ml  
エチルアルコール  300ml  
mi l l iQ 水  1000ml  
第 2 表  コットンブルー  
フェノール（結晶） 20g  
乳酸  20g(16ml )  
グリセリン  40g(31ml )  
mi l l iQ 水  20ml  
 
 
 
 
第 3 表  1 .8%PDA 
PDA 39g  
Agar  3g  
mi l l iQ 水  1000ml  
 
第 4 表  1 .8%PSA 
Pota to  200g 
Agar  18g  
Saccarose  20g  
mi l l iQ 水  1000ml  
第 5 表  1 .8%WA 
Agar  18g  
mi l l iQ 水  1000ml  
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1． 3 結果  
 
1 .3 .1 調査園全体における病害発生状況  
採集した罹病サンプルは 78 科 202 属 293 種合計 869 サンプルで
あり， 39 属に及んだ。主要な発生病害は 10 科 13 属 15 種の植物
に Cercospora 属関連菌（ Cercospora 属，PsedoCercospora 属），16
科 17 属 25 種の植物にうどんこ病菌（ Cysto theca 属，Erys iphe 属，
Microsphaera 属， Oidium 属， Phyl lact in ia 属， Sawadaea 属，
Sphaerotheca 属， Uncinula 属）， 15 科 26 属 31 種の植物に白絹病
菌（ Sclerot ium 属），14 科 16 属 24 種の植物にさび病菌（ Aecid ium
属， Coleospor ium 属， Gymnosporang ium 属， Nyssopsora 属，
Melampsora 属，Phragmidium 属，Puccin ia 属，Uromyces 属）であ
った。その他の病原菌は Bot ryt i s 属， Cladospor ium 属，
Col l e to t r i chum 属，Cysto theca 属，Diplocarpon 属，Entomospor ium
属，Exobas id ium 属，Glomere l la 属，Gonatobo tryum 属，Mo nost i che l la
属，Mycosphaerel la 属，Pesta lo t ia 属，Phyl los t i c ta 属，Pyr icu lar ia
属， Rhi zoc tonia 属， Rhyt i sma 属， S t igmina 属， Tubakia 属であっ
た。特に病害の多発した白絹病はボーダー花壇を中心に確認され，
感染が拡大している傾向にあった。白絹病については第 2 章に記
す。  
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1.3 .2 病害ごとの病原菌の特定および発生状況  
 
（ 1）  Cercospora 関連属群  
ピラカンサ褐斑病  
宿主植物：トキワサンザシ  （ Pyracantha  cocc inea  M.Roem.）  
病原菌： Pseudocercospora  pyracan thae  (Ka tsuki )  C .  Nakash ima  & 
Tak .  Kobayash i  
7 月に葉に微小の黒点が見られ， 9 月には次第に拡大し肉眼で
明瞭に観察できる程となり，分生子殻を形成しルーペで観察でき
る。10 月には広がり 0.5cm～ 1cm 程の長楕円形病斑を形成し植物
体全体に広がった。11 月では抜けたような病斑となった。症状は
2012 年から 2014 年においても症状を確認した。  
第 6 表  国営武蔵丘陵森林公園におけるピラカンサ褐斑病の発生
消長  
2012 年  
4 .21  5 .19  6 .30  7 .21  9 .8  10 .6  11 .23  
    2    
2013 年  
4 .27  5 .25  6 .15  6 .29  7 .20  9 .14  10 .19  11 .23  
 
  
0  1  3  3  3  
2014 年  
4 .20  5 .17  6 .28  7 .16  9 .27  10 .25  11 .22  
1     3  2  4  
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ハコネウツギ灰斑病  
宿主植物：ハコネウツギ（  Weigela  coraeens i s  Thunb.）  
病原菌： Pseudocercospora  we ige l iae  (El l i s  & Everhar t )  Deigh ton  
 初期発生は 7 月。一部の葉に白色，不整形の斑点が見受けられ
た。周囲は黄褐色。9 月にはほとんどの葉に 1～ 2 個の病斑が生じ，
7 月よりも斑点の大きさが拡大した。10 月では白色部分が黒色へ
と変化しさらに進行した。 11 月では 10 月からあまり進行は見ら
れなかったが，古くなった病斑は抜け落ちた。毎年同様の症状が
見られた。  
第 7 表  国営武蔵丘陵森林公園におけるハコネウツギ灰斑病の発
生消長  
2012 年  
4 .21  5 .19  6 .30  7 .21  9 .8  10 .6  11 .23  
     3   
2013 年  
4 .27  5 .25  6 .15  6 .29  7 .20  9 .14  10 .19  11 .23  
     2 .5  3  3  
2014 年  
4 .20  5 .17  6 .28  7 .16  9 .27  10 .25  11 .22  
   1  
 
3  2  
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（ 2）うどんこ病菌群  
ヤグルマハッカ類うどんこ病  
宿主植物：タイマツバナ（ Monarda d idyma  L.）  
病原菌：Erys iphe b iocel la ta  Ehrenberg  var.  monardae  (G.S .  Nagy)  U .  
Braun  
 初発生は 5 月下旬。葉に薄い白色菌叢をスポット的に形成した。
6 月に進行し，葉全体に菌叢が広がり，植物体の萎凋症状が見ら
れた。7 月には病徴はおさまったが 1 0 月に濃い菌叢が再び広がっ
た。菌叢はやや黒色したが子のう殻は形成が認められなかった。 
第 8 表  国営武蔵丘陵森林公園におけるヤグルマハッカ類うどん
こ病の発生消長  
2013 年  
4 .27  5 .25  6 .15  6 .29  7 .20  9 .14  10 .19  11 .23  
 2 .5  4 .25   4   3 .5   
2014 年  
4 .20  5 .17  6 .28  7 .16  9 .27  10 .25  11 .22  
 3   3  1    
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ハグマノキうどんこ病  
宿主植物：スモークツリー ‘グレース ’（ Co t i nu s  co gg u gr ia  S cop .） 
病原菌： Uncinula  venic i f erae  Hennings  
 7 月に一部の樹木に発生を確認し， 9 月には激発した。葉両面
に白色菌叢を生じた。菌叢部分の葉はやや黄色みがかる。その後
さらに進行し 11 月に完全世代を形成した。  
第 9 表  国営武蔵丘陵森林公園におけるハグマノキうどんこ病の
発生消長  
2013 年  
4 .27  5 .25  6 .15  6 .29  7 .20  9 .14  10 .19  11 .23  
    1  4  2  4  
2014 年  
4 .20  5 .17  6 .28  7 .16  9 .27  10 .25  11 .22  
    3  
 
3  
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（ 3）さび病菌群  
ハマナスさび病  
宿主植物：ハマナス（ Rosa  rugosa  Thunb .）  
病原菌： Phragmid ium mont i vagum Arthur  
 初発生は 5 月。葉の一部に黄変が見られ， 6 月には葉表が黄色
に盛り上がり夏胞子堆を形成した。初期の病斑は葉の周囲にでき
ることが多い。葉の裏には夏胞子を生じた。 7 月には葉全体がや
や退緑し，9 月には薄く黄色がかった。10 月には葉の裏面に夏胞
子と冬胞子が混在した。11 月には黄褐色を呈し，植栽全体に被害
をもたらした。葉の裏面には黒色の冬胞子が密生した。  
 毎年同様の症状が確認され，冬胞子形成時期は 10 月であった。  
第 10 表  国営武蔵丘陵森林公園におけるハマナスさび病の発生
消長  
2012 年  
4 .21  5 .19  6 .30  7 .21  9 .8  10 .6  11 .23  
  2  
  
1   
2013 年  
4 .27  5 .25  6 .15  6 .29  7 .20  9 .14  10 .19  11 .23  
 2  
 
2  2  2  2  4  
2014 年  
4 .20  5 .17  6 .28  7 .16  9 .27  10 .25  11 .22  
 1   3  1  
 
4  
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（ 4）その他  
イチョウすす斑病  
宿主植物：イチョウ（  Ginkgo  b i loba L.）  
病原菌： Gonatobo tryum ap icu la tum (Peck)  S .  Hughes  
7 月に初発生を確認した。 0 .5mm 程の円形病斑を生じ内部から褐
色，茶褐色，黄色であり，植栽からはさほど目立たなかった。 9
月には激発し，病斑同士が融合し不整形病斑が生じる。この時か
ら落葉が見られ，10 月には約半分の葉が落ち，葉の病斑が縮れた。
11 月にはほとんどの葉が紅葉する前に落葉した。  
毎年同様の経過で症状が見られた。春の新芽の時期には症状は認
められない。  
第 11 表  国営武蔵丘陵森林公園におけるイチョウすす斑病の発
生消長  
2012 年  
4 .21  5 .19  6 .30  7 .21  9 .8  10 .6  11 .23  
       
2013 年  
4 .27  5 .25  6 .15  6 .29  7 .20  9 .14  10 .19  11 .23  
        
2014 年  
4 .20  5 .17  6 .28  7 .16  9 .27  10 .25  11 .22  
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アオハダ黒紋病  
宿主植物：アオハダ（ I l ex  macropoda  Miq .）  
病原菌： Rhyt i sma  pr in i  Schweini tz  
6 月葉に葉脈で区切られた黒色病斑を生じる。葉裏は黄色でく
ぼむ。 7 月拡大し葉表が盛り上がる。 9 月周囲が褐変し， 10 月葉
の落葉とともに消失した。2012 年で発生が顕著に見られ，樹木全
体に同様の症状が多数見られた。しかし，2013 年での症状は確認
されなかった。2014 年 9 月に同様の症状を確認し徒手切片法より
同病害であることを確認した。だが，2012 年ほどの発病には至ら
なかった。各年度の調査での発生消長は第 12 表に示す。  
第 12 表  国営武蔵丘陵森林公園におけるアオハダ黒紋病の発生
消長  
2011 年  
4 .  5 .14  6 .25  7 .16  9 .11  10 .29  11 .12  
ー     2  3  3  
2012 年  
4 .21  5 .19  6 .30  7 .21  9 .8  10 .6  11 .23  
  3  4  4  4  ー  
2013 年  
4 .27  5 .25  6 .15  6 .29  7 .20  9 .14  10 .19  11 .23  
0  0  0  0  0  0  0  0  
2014 年  
4 .20  5 .17  6 .28  7 .16  9 .27  10 .25  11 .22  
0  0  0  0  2  1  1  
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第 3 図  国営武蔵丘陵森林公園において発生が観察されたピラカ
ンサ褐斑病（宿主植物：トキワサンザシ，病原菌：Pseudocercospora 
pyracanthae  (Kat suki )  C .  Nakashima &  Tak .  Kobayash i）  
① 2014 年 7 月 16 日の病徴  ②同年 9 月 27 日の病徴  
③同年 10 月 25 日の病徴   ④同年 11 月 22 日の病徴  
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第 4 図  国営武蔵丘陵森林公園において発生が観察されたハコネ
ウツギ灰斑病（宿主植物：ハコネウツギ，病原菌：Pseudocercospora 
we ige l iae  (El l i s  & Everhar t )  Deigh ton）  
① 2014 年 7 月 16 日の病徴  ②同年 9 月 27 日の病徴  
③同年 10 月 25 日の病徴   ④同年 11 月 22 日の病徴  
22 
 
 
第 5 図  国営武蔵丘陵森林公園において発生が観察されたヤグル
マハッカ類うどんこ病（宿主植物：タイマツバナ，病原菌：Erys iphe 
b iocel la ta  Ehrenberg  var.  monardae  (G .S .  Nagy)  U .  Braun）  
① 2013 年 5 月 25 日の病徴  ②同年 6 月 15 日の病徴  
③同年 7 月 20 日の病徴   ④同年 10 月 19 日の病徴  
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第 6 図  国営武蔵丘陵森林公園において発生が観察されたハグマ
ノキうどんこ病（宿主植物：スモークツリー ‘グレース ’，病原菌：
Uncinula  ven ic i f erae  Hennings）  
① 2013 年 7 月 20 日の病徴  ②同年 9 月 14 日の病徴  
③同年 10 月 19 日の病徴   ④同年 11 月 23 日の病徴  
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第 7 図  国営武蔵丘陵森林公園において発生が観察されたハマナ
スさび病（宿主植物：ハマナス，病原菌：Phragmid ium mont i vagum 
Arthur）  
① 2014 年 5 月 17 日の病徴  ②同年 6 月 28 日の病徴  
③同年 7 月 16 日の病徴   ④同年 9 月 23 日の病徴  
⑤⑥同年 11 月 22 日の病徴  
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第 8 図  国営武蔵丘陵森林公園において発生が観察されたモチノ
キ黒紋病（宿主植物：アオハダ，病原菌：Rhyt i sma  pr in i  Schweini tz） 
①② 2012 年 6 月 30 日の病徴  ③④同年 7 月 21 日の病徴  
⑤同年 9 月 8 日の病徴   ⑥同年 10 月 6 日の病徴  
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第 9 図  国営武蔵丘陵森林公園において発生が観察されたイチョ
ウすす斑病（宿主植物：イチョウ，病原菌： Gonatobo tryum 
ap icu la tum  (Peck)  S .  Hughes）  
① 2014 年 7 月 16 日の病徴  ②③同年 9 月 27 日の病徴  
④⑤同年 10 月 24 日の病徴  ⑥⑦同年 9 月 23 日の病徴  
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第 2 章  白絹病新病害について  
 
 
2． 1 諸言  
 
 2012 年 7 月から 2013 年 9 月，国営武蔵丘陵森林公園内のボー
ダー花壇・ハーブガーデンにおいて多数の植物に地際部の軟化腐
敗や褐変枯死が認められ株枯れ症状が発生した。 2 年間で同様の
症状が見られた植物は 31 種で，植物病名目録に記載のない植物
は 2012 年には 5 種。2013 年には 15 種に及んだ。同園内のボーダ
ー花壇は日本最大級の大きさを誇り，全長 300m，園路をはさみ
両側に面積 2 ,320 ㎡ある。この地域で育てられている宿根草や低
木を中心に 1~2 ㎡間隔で植えられ， 1 年を通して楽しむことがで
きる。ハーブガーデンは広さ約 2 ,460 ㎡あり，用途ごとに植栽さ
れ，発生は「銀色の庭」の地域で確認した。罹病した花卉類は春
から夏にかけて開花し，近年，花壇における植栽が増加し，匍匐
性の植物はグランドカバープランツとしても利用されている。利
用価値は高く，ここでの病害研究は極めて重要と考える。  
 これらの花卉類に発生した病害の原因を究明し，植物ごとに発
生状況，病徴・標徴，分離菌の接種による病徴再現，分離菌の所
属等を検討し今後の緑地管理に貢献することを目的に研究を行
った。  
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2． 2 材料と方法  
 
2 .2 .1 発生症状および病徴  
 20 種花卉類の花壇植栽における被害の発生状況，病徴および標
徴を観察，記録した。  
 
2 .2 .2 病原菌の分離  
 各植物の罹病茎葉の新鮮な水浸状病斑周縁の組織片を約 5mm  
角に切り取った切片もしくは植物体上の菌核を，次亜塩素酸ナト
リウム（塩素濃度 5％）の 20 倍希釈液で表面殺菌した。その後，
ただちに素寒天平板培地に置床し， 20℃，暗黒下で培養し，2～ 3
日後に置床した組織片から伸長した菌糸の先端部を単菌糸分離
し， PDA 培地に移植して供試菌株を得た。保存には PSA 斜面培
地を用いた。  
 
2 .2 .3 病原性の確認  
 供試した 20 種花卉類からの分離菌の病原性を確認するために，
各分離源植物の健全株に対する接種試験を行った。パイナップル
リリー（ Eucomis  autumnal i s  (Mi l l . )  Chi t t）は直径 30cm ，タマノ
カンザシ（ Hos ta  p lantag inea  (Lam. )Asch .）は直径 15cm のポリポ
ットに滅菌土壌を充填し，1 株植えとした。他の 18 種植物は直径
10cm のポリポットを供し，ヤマヤグルマギク（ Centaurea  montana  
L.），リュウノウギク（ Chrysan themum makinoi  Mat sum.  & Naka i），
コウリンタンポポ （ Hieracium  aurant iacum  L.），スイセンノウ
（ Lychni s  coronar ia  (L. )  Cla i rv. ）， コ ー カ サ ス マ ツ ム シ ソ ウ
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（ Scab iosa  caucas ica  M.  Bieb . ）， ゲ ン ノ シ ョ ウ コ （ Geranium  
thunberg i i  S i ebold  ex  Lindl .  & Pax t .），アケボノフウロ（ Geranium 
sanguineum  L. ）， ド イ ツ ス ズ ラ ン （ Conval lar ia  ma ja l i s  L.  va r.  
I imaja l i s），ポピーマロー（ Cal l i rhoe  involucrata  (Tor r.  & A.  Gray)  
A.  Gray），クリーピングフロックス（ Phlox s to loni f era  Sims），オ
イランソウ（ Phlox  pan icu la ta  L.），ポテンティラ・ネパレンシス
（ Poten t i l la  nepalens i s  Hook.），アスチルベ（ Ast i l be  ×  arends i i  
Arends .），レーマニアエラータ（ Rehmann ia  ela ta  N.  E .  Br.  ex  P ra in），
ベロニカ・プロストラータ（ Veronica  pros t ra ta  L.）およびバーベ
ナ（ Verbena  ×  hybr ida  Voss）は 1 株植えとし，セルピルムソウ
（ Thymus  serpyl lum L.）およびギンパイソウ（ Nieremberg ia  repens  
L.  ）は密生したマット状の苗を 5cm 四方に区切り，そのまま植
え付けた。各分離菌は 9cm シャーレに分注した PDA 培地で 20℃，
7 日間，暗黒条件で培養し，シャーレの全面に生育した菌叢の約
半分量を，スパチュラを用いて約 5 mm 角に切り刻み，供試植物
1 ポットあたりの接種量とした。この接種源を，パイナップルリ
リー，タマノカンザシでは接種植物周辺直径約 15cm の範囲の表
層土壌（深さ約 2～ 3cm）に，その他の植物では，ポットの表層
土壌深さ約 1cm に土壌混和した。接種区はパイナップルリリー，
アスチルベでは 1 ポット，他の 18 種の植物は 2 ポットとし，同
様に無菌の PDA 培地のみを土壌混和した 1 ポットを対照区とし
た。接種後はパイナップルリリーを除く 4 種植物については，乾
燥を防ぐため，ビニル袋でポットごと株全体を覆い，  27 .5℃，
12 時間光照射のインキュベーターに入れ経過を観察した。なお，
コウリンタンポポ，コーカサスマツムシソウ，ポテンティラ・ネ
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パレンシス，アスチルベ，ベロニカ・プロストラータ，パイナッ
プルリリー，タマノカンザシは自然条件下で経過観察を行った。 
 
2 .2 .4 形態的特徴  
 各分離菌を PDA 平板培地で 20℃， 7 日間，暗黒条件下で培養
したのち，菌糸 3 0 本について菌糸幅を計測し，菌糸隔壁部のか
すがい連結の有無をコットンブルー染色（第 2 表）により観察，
記録した。また，植物体上の菌核， PDA 平板培地にて 20℃で 40
日間培養したのち，形成されている菌核の大きさを計測した。  
 
2 .2 .5 温度別菌叢生育試験  
菌糸生育と温度の関係を明らかにするため，各分離菌を PDA 平
板培地上，暗黒条件下， 5， 10， 15， 20， 25， 27.5， 30， 32 .5， 35
および 40℃の 10 温度区で 3 日間培養し，菌叢の直径を計測した。
1 温度区 3～ 5 シャーレを供試した。  
 
2 .2 .6 遺伝子解析  
DNA 抽出  
 各分離菌を PDA 平板培地で培養し， PrepMan® Ul t ra  Sample  
Prepara t ion  Reagen t（ライフテクノロジーズジャパン）を 50μl と
り，エッペンチューブに入れた。エッペンチューブに新鮮な菌糸
塊を適量入れ，ボルテックスミキサーにより 30 秒程度混合した。
100℃に設定したヒートブロックで 10 分加熱した後，室温で 2 分
間，静置した。これを 16,000×g (12 .000~15,000rpm)で 2 分間遠心
したのち，上清を 30μ l 程度，別のチューブに移し取った。  
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エタノール沈殿  
 DNA 抽出液に対して 3M 酢酸ナトリウム 10 分の 1 量， 99％エ
タノール 2 .5 倍量をエッペンチューブに入れ混合し， -80℃で 1
時間静置した。 15 ,000rpm， 4℃で 30 分遠心後，上清を捨て 70%
エタノールを 1ml 加えた。さらに 15 ,000rpm， 4℃で 5 分遠心後，
上清を丁寧に除去し，真空遠心機で 30 分風乾させた。乾燥サン
プルに 20µl の 1×TE を加え溶出した。その後 nano  d rop（ Theromo 
SCIENT IFIC 製）を行い，抽出液中の DNA 濃度を計測した。  
Pol ymerase  chain  react ion (PCR)法による rDNA 内の ITS 領域の検
出  
 抽出した DNA を約 80ng/µl になるように 1 .5 倍～ 5 倍希釈し，
t emplat eDNA として使用した。ITS  1 および ITS  4 のユニバーサル
プライマーセット（ Whi teet  a l . ,  1990）を用いて第 13 表との分量
で PCR チューブにとり，サーマルサイクラーを以下のように設
定し PCR 反応を行った。  
第 13 表  PCR 反応試薬組成  
DDW  18 .7μl  
2 .5mMdNTPmix  2 .5μl  
10×PCR Buffe r  2 .5μl  
20μM ITS1  p r imer  0 .25μl  
20μM ITS4  p r imer  0 .25μl  
Ex taq  0 .2μl  
t emplat eDNA  1μl  
tota l  25μ l（ 1sample）  
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       96℃     5 :00  
       96℃     0 :40  
       52℃     0 :40   ×40～ 45  
       72℃     1 :00  
       72℃    10 :00  
        4℃     ∞  
電気泳動による増幅バンドの確認  
 アガロースゲル電気泳動を行うにあたり，0 .7%アガロースゲル
（第 21 表）を作製した。作製した 0.7%アガロースゲルを泳動槽
にセットして，ゲルが浸るまで 1×TAE buffe r（第 20 表）を注い
だ。6×Loading  d ye を 2μl と PCR 反応産物 10μl を混合して，ウェ
ルにロードした。マーカーとして， λHindⅢ (0 .5µg/µl )を TE で 5
倍希釈し 6×load ing  d ye を 2 倍量混合したもの 8µ l と蒸留水 4µl
を混合したものをロードし， 85V で 30 分間泳動した。泳動後は
150ml の 1×TAE にエチジウムブロマイド溶液を 10μ l 加え混ぜた
ものを染色バッファーとし，これに 10 分間浸しておき，ゲル撮
影装置（ ATTO 製品）で抽出された DNA が増幅されているかを確
認した。  
精製処理  
PCR 産物 2 .5μl， Exo-s t a r1 .0μl， mil l iQ 水 0 .5μ l を混合し，サーマ
ルサイクラーを以下のように設定し反応させた。  
       37℃     15 :00  
       80℃     15 :00  
        4℃     ∞  
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シーケンスリアクション  
PCR チューブに以下の通り混合し，サーマルサイクラーで反応さ
せた。  
第 14 表  シーケンスリアクション反応試薬組成  
B igD ye  t e rmina to r  v 3 .1  0 .5μl  
5×sequence  buffe r  1 .75μl  
3 .2μM ITS 1pr imer  o r  ITS 4pr imer  0 .5μl  
DDW  5.25μl  
t emplat eDNA  2μl  
tota l  10μ l（ 1sample）  
       96℃     3 :00  
       96℃     0 :15  
       50℃     0 :05   ×25  
       60℃     4 :00  
        4℃     ∞  
カラム精製，サンプル溶解，シーケンス  
Sephadox  G -50  SuperFine を鋳型のウェルに入れ，DDW を 300μ l
加え，室温で 2 時間静置した。その後 910x g，5 分遠心機にかけ，
排水を行った。シーケンスリアクション後のサンプルに DDW10μ l
を加え，全量カラムに載せた。PCR プレートをカラムにセットし
910x g， 5 分遠心し，真空乾燥機で 3 0 分 dr y up した。乾燥後のウ
ェルに 15μ l ホルムアミドを入れてボルテクスでよく溶解した後，
95℃ 4 分 処 理 し 氷 水 で 急 冷 し た 。 3130x /Genet i c  Anayzer （ Li fe  
Technologies 製）を用いてシーケンス解析を行った。得られた分
離 菌 の 塩 基 配 列 と 登 録 さ れ て い る 既 知 菌 株 の 相 同 性 を NCBI
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（ Nat iona l  Cente r  for  Bio t echno logy In fo rmat ion）のホモロジー検
索プログラム（ BLAST）により検討した。  
切断産物のゲル精製  
目的とする断片のみを得るために電気泳動し DNA 断片のサイ
ズの違いにより分離し目的の DNA を切り出して精製した。（ゲン
ノショウコ，パイナップルリリー，ポピーマロー，ギンパイソウ，
クリーピングフロックス分離菌では行っていない）  
太いコームのゲルで電気泳動を行う。制限酵素切断産物 10μ l
に 2μ l の 6×load ing  d ye  を 加 え て 泳 動 サ ン プ ル と し た 。
Mupid -ScopeVD(ADVANCE 製 )にてゲルを観察し，ラテックス手
袋を着用しメスでゲルを切り出した。 1.5ml チューブに入れ，重
量 を 秤 量 し ， ゲ ル 重 量 の 3 倍 量 の U LTRASALT （ MO BIO  
Laborato r i es ,  Inc .製）を加え，よく混合した。 55  °C に保温したヒ
ートブロックにチューブを入れて適宜攪拌しゲルを溶解させ ，
ULTRA BIND を 6μl 加え，手で攪拌した。 5 分間室温で静置。遠
心 12 ,000rpm， 5 秒，室温後，上清を除き， 1ml の U LTRA WASH I
に再懸濁して 5〜 10sec .ボルテクスした。さらに，遠心 12 ,000rpm，
5 秒，室温の後，上清を除き，遠心 12 ,000rpm， 5 秒，室温の後，
上清をピペットで丁寧に除いた。 18μl の mil l iQ 水を加え，ピペ
ッティングで再懸濁し 5 分間室温で静置した。遠心 12 ,000rpm，1
分，室温の後，上清を別チューブに回収し精製  したサンブルを
電気泳動で確認し， t emple DNA とした。  
クローニング  
D yna  Ex pres s  TA PCR Clon ing  Ki t（ pTAC -1）と pGEM-T and  pGEM -T 
Eas y Vec to r  S ys t ems を使用した。  
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D yna  Ex pres s  TA PCR Clon ing  Ki t（ pTAC -1）  
ライゲーション反応  
 氷上にて以下の 10μl ライゲーション反応溶液を調整し， 16℃
で 30 分反応させた。なお，溶液中の PCR 断片が 50～ 100ng にな
るよう調整した。  
第 15 表  ライゲーション反応試薬組成  
pTAC -1  vec to r (50ng/μ l )  1μl  
PCR 産物  Xμl  
2×Liga t ion  Buffe r  5μl  
Li gase  Mix tu re  1μl  
DDW  Up to  10μ l  
Tota l  10μ l（ 1sample）  
形質転換  
 LB/amp プレート（アンピシリン添加 Lysogen y Br oth：溶原培
地，第 23 表）に 25μl の X-Gal（ 5-ブロモ -4 -クロロ -3 -インドリル
-β -D-ガラクトピラノシド，第 26 表）と IPTG（イソプロピル -β -
チオガラクトピラノシド，第 27 表）をそれぞれ塗布し，十分吸
収されるまで置いた。 J e t コンピテントセルを 50μ l を氷上で溶解
させた。 10μl ライゲーション反応液を直接 J e t コンピテントセル
に混和した。氷上で 20 分， 42℃で 1 分，氷上で 3 分インキュベ
ートした。その後あらかじめ 1ml の SOC 培地（ Super  Opt imal  b ro th  
wi th  Ca tabol i t e  r ep res s ion，第 24 表）を 1 .5ml チューブへ分注し
室温においたものに全量を加えた。 37℃ 20 分インキュベートし
LB/amp プレートに 100μl と 1000μl ずつ塗布， 37℃一晩おいた。  
クローンの取得  
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コロニーを滅菌爪楊枝でピックアップし，100μg/ml アンビシリン
を 含 む 2ml の LB 培 地 で 一 晩 培 養 後 ， DNA 自 動 分 離 装 置
PI-80X(KURABO)でプラスミドを抽出して， 1×TE 50μ l で溶解し
クローン株とした。制限酵素処理を行い，形質転換されたか確認
した。その後， nano  d rop を用いて DNA 濃度を算出し，シーケン
ス反応産物 10μ l に 75～ 150ng となるよう調整し，上述のシーケ
ンスリアクションを行った。プライマーは M13 BD Fw Pr imer と
M13 BD Rev  P r imer を用いた。  
M13 BD Fw Pr imer ;  5 ' -CAGGGTTTTCCCAGTCACGAC -3"  
M13 BD Rev  P r imer ;  5 'CGGATAACAATTTCACACAGG -3"  
pGEM-T and  pGEM -T Eas y Vec to r  S ys t ems  
ライゲーション  
 氷上にて以下の 10μ l ライゲーション反応溶液を調整し，4℃で
一晩反応させた。なお，溶液中の PCR 断片が 3 .88～ 35ng になる
よう調整した。  
第 16 表  ライゲーション反応試薬組成  
2×Rapid  Liga t ion  Buffe r,  T 4  DNA Ligase  5μl  
pGEM-T Eas y Vec te r  1μl  
PCR 産物  Xμl  
T4  DNA Ligase ( 3  Wei ss  un i t s /μ l  1μl  
DDW  Up to  10μ l  
Tota l  10μ l（ 1sample）  
形質転換  
 LB/amp プレート（第 23 表）に 25μl の X-Gal と IPTG をそれぞ
れ塗布し，十分吸収されるまで置いた。  
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コンピテントセル JM109  100μl を氷上で溶解させ，10μl ライゲー
ション反応液を直接混和した。氷上で 30 分， 42℃で 1 分，氷上
で 3 分インキュベートした。その後あらかじめ 1ml の SOC 培地
（第 24 表）を 1.5ml チューブへ分注し室温においたものに全量
を加えた。 37℃ 30 分インキュベートし LB/amp プレートに 100μl
と 1000μl ずつ塗布， 37℃一晩おいた。  
コロニー PCR 
ユニバーサルプライマーセット（ Whitee t  a l . ,  1990）を用いて第
17 表の分量で PCR チューブにとり，滅菌爪楊枝でピックアップ
したコロニーを溶液につけた。サーマルサイクラーを以下のよう
に設定し PCR 反応を行った。  
M13-M4 P r imer ;  5 ' - GTTTTCCCAGTCACGAC -3"  
M13 Rev  P r imer ;  5 ' -CAGGAAACAGCTATGAC -3"  
第 17 表  PCR 反応試薬組成  
DDW  19 .3μl  
2 .5mMdNTPmix  2 .5μl  
10×PCR Buffe r  2 .5μl  
20μM M13-M4 p r imer  0 .25μl  
20μM M13-Rev  p r imer  0 .25μl  
Ex taq  0 .2μl  
tota l  25μ l（ 1sample）  
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       96℃     0 :50  
       96℃     0 :40  
       55℃     0 :40   ×30  
       72℃     1 :00  
       72℃     7 :00  
        4℃     ∞  
シーケンスリアクション  
上述のシーケンスリアクションを行った。プライマーは M13-M4 
Pr imer と M13 Rev  Pr imer を用いた。  
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第 18 表  0 .5M EDTA(pH 8.0 )  
NaOH 約 5g 
EDTA 48 .5g  
mi l l iQ 水  Up  to  250ml  
第 19 表  50×TAE 
Tr is  60 .5g  
酢酸  14 .28ml  
0 .5M EDTA 25ml  
mi l l iQ 水  Up  to  250ml  
第 20 表  1×TAE 
1MTr is 塩酸 Buffe r  5ml  
0 .5M EDTA 1ml  
mi l l iQ 水  Up  to  500ml  
第 21 表  0 .7%アガロースゲル  
Agarose  0 .14g  
1×TAE 20ml  
第 22 表  ゲル用 EtBr 染色液  
10μg/ml  EtBr  10μ l  
1×TAE 150ml  
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第 23 表  LB/amp  
Bac to  Tr ytone  1g  
Bac to  Yeas t  ex t rac t  0 .5g  
NaCl  1g  
Agar  1 .67g  
mi l l iQ 水  90ml  
 Up  to  100ml  
三角フラスコに下記の分量で入れ，オートクレーブ滅菌 (120℃ 20
分 )をする。冷えてからアンピシリン溶液 (100 ㎎ /m l )100μl 加えて
プレーティングした。  
第 24 表  SOC 培地  
Bac to  Tr ytone  10g  
Bac to  Yeas t  ex t rac t  2 .5g  
5M NaCl  1ml  
2M KCl  625μl  
mi l l iQ 水  490ml  
 Up  to  500ml  
下記の分量で混合しオートクレーブ滅菌 (120℃ 20 分 )する。使用
前に 1M MgSO4 5ml， 1M グルコース 10ml を加える。   
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第 25 表  YT/amp  
Bac to  Tr ytone  1 .6g  
Bac to  Yeas t  ex t rac t  1g  
NaCl  0 .5g  
mi l l iQ 水  90ml  
 Up to  100ml  
三角フラスコに下記の分量で入れ，オートクレーブ滅菌 (120℃ 20
分 )をする。冷えてからアンピシリン溶液 (100 ㎎ /m l )100μl 加えて
使用した。  
第 26 表  2％ X-ga l 溶液  
X-ga l  0 .2g  
mi l l iQ 水  10ml  
下記の分量で混合し完全に溶解してからファルコンチューブに
入れ遮光し -30℃のフリーザーで保存。  
第 27 表  0 .1M IP TG 溶液  
IPTG  0 .24g  
mi l l iQ 水  10ml  
下記の分量で混合し完全に溶解してからクリーンベンチ内で
0.22μm のフィルターを取り付けたシリンジを用いてファルコン
チューブに保存。保存には -30℃のフリーザーを使用。   
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2． 3 結果  
 
2 .3 .1 発生症状および病徴  
 ヤ マ ヤ グ ル マ ギ ク （ 流 通 名  宿 根 ヤ グ ル マ ギ ク ， Centaurea  
montana  L.；キク科） 2013 年 6 月，植栽約 1 ㎡で立枯れ症状を初
確認した（第 10 図）。茎の地際部に水浸状の病斑が生じ，病斑よ
り上部の茎葉は萎凋し，のち立枯れ症状を呈した。罹病部には白
色，絹糸状の菌糸束が蔓延し，菌叢上にはナタネ種子状，はじめ
白色，のち淡褐色～茶褐色， 1mm 大の菌核を多数形成した。  
 リュウノウギク（ Chrysan themum makinoi  Matsum.  & Nakai；キ
ク科） 2013 年 6 月，植栽約 1 ㎡に立枯れ症状を初確認した（第
11 図）。茎の地際部には水浸状の病斑が形成され，茎葉が萎凋枯
死する症状が発生した。罹病した茎は白色，絹糸状の菌糸束に覆
われ，地際部や周辺の土壌表面にナタネ種子状，白色，淡褐色な
いし茶褐色の菌核を多数形成した。  
 コウリンタンポポ（ Hieracium auran t iacum  L.；キク科） 2013
年 7 月，植栽約 2 ㎡で坪枯れ症状を初確認した。症状ははじめ葉
の地際部に水浸状，不整形の病斑を生じ，表面には白色絹糸状の
菌糸が拡がった。やがて植物体を褐変枯死させた。のちに，周囲
の別株にも被害が拡がり，坪枯れを起こした（第 12 図）。 2012
年に株枯れ症状を確認したが病因は特定できなかった。  
 スイセンノウ（別名フランネルソウ， Lychni s  coronar ia  ( L. )  
Cla i rv.；ナデシコ科） 2013 年 6 月，植栽約 50 ㎠で葉枯れ症状を
初確認した。茎の地際部と下位葉に水浸状の病斑が生じ，白色の
菌糸束が薄く拡がっていた。のち，一部の葉では葉身の先端が褐
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変したが，茎が萎凋枯死する症状は認められなかった。比較的発
生が著しい場合には， 7 月中旬には下葉は灰褐色に枯れたが，上
位葉には目立った症状は観察されず，立枯れには至らなかった。
菌叢上にはナタネ種子状，白色，淡褐色ないし茶褐色， 1mm 大
の菌核が形成されたが，形成量は少なかった（第 13 図）。  
 コーカサスマツムシソウ（英名 Scabiosa，スカビオサ，Scabiosa  
caucas i ca  M.  Bieb .；マツムシソウ科）2013 年 6 月，植栽約 0 .5 ㎡
に褐変枯死症状を初確認した。はじめ，地際部から水浸状の病斑
が生じ，のちに腐敗して立枯れ症状を呈した。地際部に菌核を密
生した（第 14 図）。翌年にも同様の症状を確認した。  
 ゲ ン ノ シ ョ ウ コ （ Geranium thunbergi i  S i ebold  ex  Lindl .  & 
Pax t .；フウロソウ科） 2012 年 6 月，植栽約 1 ㎡に株枯れ症状を
初確認した。地際部で褐変腐敗症状を呈した。植栽では坪枯れを
起こした（第 15 図）。翌年では草勢が衰え，発生も顕著に見られ
た。  
 アケボノフウロ（ Geranium sangu ineum  L.；フウロソウ科）2013
年 6 月，植栽約 1 ㎡で腐敗症状を初確認した（第 1 図⑧）。はじ
め地際の茎葉に水浸状の病斑が生じ，病徴の進展が速く，株が萎
凋して腐敗枯死する症状を呈し，落葉や欠株が顕著であった。罹
病部には白色，絹糸状の菌糸束が蔓延しており，菌叢上には白色，
淡褐色ないし茶褐色，ナタネ種子状， 1mm 大の菌核を多数形成
した（第 16 図）。  
 セルピルムソウ（流通名クリーピングタイム，Thymus  serpyl lum  
L.；シソ科）2013 年 6 月，植栽約 1 ㎡で株枯れ症状を初確認した
（第 17 図）。はじめ地際部の茎葉に水浸状の病斑が生じ，萎凋，
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腐敗枯死する症状が発生した。被害植栽では株枯れ症状に加え，
下位葉が枯死し，落葉が顕著であった。地際部の茎には白色菌叢
が蔓延し，菌叢上にはナタネ種子状，白色，淡褐色ないし茶褐色，
1mm 大の菌核を多数形成した。  
 パ イ ナ ッ プ ル リ リ ー （ 英 名 Eucomis， ユ ー コ ミ ス ， Eucomis  
au tumnal i s  (Mi l l . )  Chi t t；ユリ科） 2 012 年 9 月下旬，植栽約 2 ㎡
に萎凋・倒伏症状を確認した。はじめ葉の地際部に水浸状，不整
形の病斑を生じ，表面には白色絹糸状の菌糸が拡がった。やがて
40cm 以上になる花茎が根元から倒伏し，外側の葉は基部の腐敗
部から脱離した（第 18 図）。罹病部には白色絹糸状の菌糸束と淡
褐色～茶褐色，球形～類球形， 1mm 大，ナタネ種子状の菌核が
多数形成されていた。この植栽では，2013 年には 7 月下旬までは
症状が確認できなかったが， 9 月中旬の調査では地際部に同様の
症状が認められ，被害を生じた。  
 ドイツスズラン（ Conval lar ia  maja l i s  L.  va r.  I imaja l i s；ユリ科）
2013 年 6 月，植栽約 1 ㎡で株枯れ症状を確認した。茎から水浸状
の病斑が進行し，葉が黄変し萎凋した。のちに茎は褐変し，褐色
の菌核を形成した（第 19 図）。  
 タマノカンザシ（ Hosta  p lantag inea  ( Lam. )Asch .；ユリ科） 2013
年 6 月，植栽約 1 ㎡に褐変腐敗症状を初確認した。症状は外側の
葉の根元から侵され軟化腐敗し，のちに葉全体が褐変し倒伏した。
地際部には褐色の菌核を多数形成した（第 20 図）。  
 ポピーマロ （ー別名ケシバナアオイ，Cal l i rhoe  involucrata  (Tor r.  
& A.  Gray)A.  Gray；アオイ科）2012 年 7 月に植栽約 2 ㎡において
開花が始まったポピーマローに激しい株枯れ症状が確認された。
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花や葉・茎が腐敗し，植栽はところどころに集団で褐変が発生し，
約 2 か月で植栽全体が枯死した。罹病株の地際部の茎葉には白色
絹糸状の菌糸が絡み付き，菌叢上には白色～褐色，球形～類球形，
1mm 大，ナタネ種子状の菌核も多数形成されていた（第 21 図）。  
 2013 年に同所で継続して観察したところ，茎葉が発生し，回復
した植栽では開花が認められたが， 5 月下旬には植栽の一部で地
際部に褐変が確認された。 6 月中旬には白色絹糸状の菌糸束が地
際部に進展しており，菌叢上にはナタネ種子状の菌核が多数形成
され， 6 月下旬には植栽全体が株枯れ症状および腐敗症状を呈し
た。  
 ク リ ー ピ ン グ フ ロ ッ ク ス （ 別 名 ツ ル ハ ナ シ ノ ブ ， Phlox 
s to lon i f era  S ims；ハナシノブ科） 2012 年 7 月に植栽約 2.5 ㎡にお
いて腐敗症状の発生を確認した。罹病株の葉は褐変し，進行する
と軟化・腐敗し，地際部には白色絹糸状の菌糸束が拡がった（第
22 図）。菌叢上には，はじめ白色，のち淡褐色～茶褐色，球形～
類球形， 1mm 大のナタネ種子状の菌核が多数形成された。 2013
年には 6 月中旬から地際部の茎の褐変と葉の腐敗が認められ， 7
月下旬には植栽全体に被害が拡がった。  
 オイランソウ（別名クサキョウチクトウ，Phlox  pa n i cu l a t a  L .；
ハナシノブ科）2013 年 6 月，植栽約 5 ㎠で株枯れ症状を初確認し
た（第 23 図）。地際の茎に水浸状の病斑が生じ，病斑から上部の
茎葉が萎凋枯死した。罹病株はやがて株全体が黄化し，株枯れを
起こした。茎の地際の罹病部には白色絹糸状の菌糸束が蔓延し，
菌叢上にはナタネ種子状，白色，淡褐色ないし茶褐色， 1mm 大
の菌核が多数形成された（第 24 図）。  
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 ポテンティラ・ネパレンシス（和名ベニバナロウゲ，Potent i l l a  
nepalens i s  Hook.；バラ科） 2013 年 9 月，植栽約 1 ㎡に株枯れ症
状を呈した。植栽全体ではところどころ欠株が見られ，罹病植物
は褐変枯死し，菌核を形成した。  
 アスチルベ（別名アスチルベ・アレンジー， As t i lbe  × arends i i  
Arends .；ユキノシタ科） 2013 年 6 月，植栽約 2 ㎡に褐変腐敗症
状を初確認した。はじめ地際部から褐変を起こし症状が進行し株
全体が枯死，菌糸塊を形成した後倒伏した（第 25 図）。その後は
周囲へ広がることはなかった。  
 レーマニアエラータ（ Rehmannia  e la ta  N .  E .  Br.  ex  P ra in；ゴマ
ノハグサ科）2013 年 7 月，植栽約 1 ㎡で腐敗症状を初確認した（第
26 図）。地際部に水浸状の病斑が生じ，茎葉が萎凋，腐敗枯死す
る症状が多発した。茎の地際部や茎葉の腐敗部には白色菌叢が拡
がり，菌叢上および土壌表面にはナタネ種子状，白色，淡褐色な
いし茶褐色， 1mm 大の菌核を多数形成した。  
 ベロニカ・プロストラータ（ Veronica  pros t ra ta  L.；ゴマノハグ
サ科） 2013 年 7 月，植栽約 1 ㎡において坪枯れ症状を確認した。
罹病株は褐変腐敗し菌核を形成し，周囲へ拡大していった。植栽
には欠株や立ち枯れが見られた（第 27 図）。  
 ギンパイソウ（ Nieremberg ia  rep ens  L.；ナス科） 2012 年 7 月，
植栽約 2 ㎡において，茎葉の腐敗症状が発生した。はじめ茎葉に
水浸状の病斑が拡がり，すぐに萎凋腐敗，枯死した（第 28 図）。
茎の地際部や匍匐茎の罹病部には白色絹糸状の菌糸束が蔓延し，
淡褐色～褐色，球形～類球形， 1mm 大，ナタネ種子状の菌核が
多数形成された。2013 年に同所で観察した結果，5 月中旬には葉
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や匍匐茎が展開し，開花も認められたが， 6 月中旬には葉の黄化
や軟化腐敗が発生しはじめ， 6 月下旬には前年同様に集団的な腐
敗症状が植栽全面に発生した。  
 バーベナ（和名ビジョザクラ， Verbena  × hybr ida  Voss；クマツ
ヅラ科） 2013 年 6 月，植栽 1 ㎡で腐敗症状を初確認した（第 29
図）。茎の地際部に水浸状の病斑が生じ，病斑部より上部の茎葉
は萎凋し，激しい場合には茎葉が腐敗し，植栽が部分的に欠株と
なった。罹病した茎や腐敗株全体には白色絹糸状の菌糸束が蔓延
し，菌叢上にはナタネ種子状，白色，淡褐色ないし茶褐色， 1mm 
大の菌核を多数形成した。   
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第 10 図  国営武蔵丘陵森林公園において発生が観察されたヤマ
ヤグルマギクの腐敗症状  
①② 2013 年 6 月 15 日の現地症状  
 
 
 
第 11 図  国営武蔵丘陵森林公園において発生が観察されたリュ
ウノウギクの腐敗症状  
①② 2013 年 6 月 15 日の現地症状  
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第 12 図  国営武蔵丘陵森林公園において発生が観察されたコウ
リンタンポポの腐敗症状  
①② 2013 年 7 月 20 日の現地症状  ③茎表面の菌叢  
 
 
 
第 13 図  国営武蔵丘陵森林公園において発生が観察されたスイ
センノウの腐敗症状  
①② 2013 年 6 月 29 日の現地症状  
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第 14 図  国営武蔵丘陵森林公園において発生が観察されたコー
カサスマツムシソウの腐敗症状  
①② 2013 年 6 月 20 日の現地症状  ③茎表面の菌叢  
 
 
 
第 15 図  国営武蔵丘陵森林公園において発生が観察されたゲン
ノショウコの腐敗症状  
①② 2012 年 7 月 21 日の現地症状  
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第 16 図  国営武蔵丘陵森林公園において発生が観察されたアケ
ボノフウロの腐敗症状  
①② 2013 年 6 月 15 日の現地症状  
 
 
 
第 17 図  国営武蔵丘陵森林公園において発生が観察されたセル
ピルムソウの腐敗症状  
①② 2013 年 6 月 29 日の現地症状  
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第 18 図  国営武蔵丘陵森林公園において発生が観察されたパイ
ナップルリリーの腐敗症状  
①罹病前（ 2012 年 7 月 21 日）  ②同年 9 月 8 日の現地症状  
③茎表面の菌叢  ④植物体上の菌核  
 
 
第 19 図  国営武蔵丘陵森林公園において発生が観察されたドイ
ツスズランの腐敗症状  
①② 2013 年 6 月 29 日の現地症状  
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第 20 図  国営武蔵丘陵森林公園において発生が観察されたタマ
ノカンザシの腐敗症状  
①② 2013 年 6 月 15 日の現地症状  ③茎表面の菌叢  
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第 21 図  国営武蔵丘陵森林公園において発生が観察されたポピ
ーマローの腐敗症状  
①罹病前（ 2012 年 5 月 19 日）  ② 2012 年 6 月 30 日の現地症状  
③茎表面の菌叢（ 2012 年 6 月 30 日）  
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第 22 図  国営武蔵丘陵森林公園において発生が観察されたクリ
ーピングフロックスの腐敗症状  
①罹病前（ 2012 年 6 月 30 日）  ②同年 7 月 21 日の現地症状  
③茎表面の菌叢（同年 7 月 21 日）  ④植物体上の菌核（同年 7
月 21 日）  
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第 23 図  国営武蔵丘陵森林公園において発生が観察されたオイ
ランソウの腐敗症状  
①② 2013 年 6 月 15 日の現地症状  
 
 
 
第 24 図  国営武蔵丘陵森林公園において発生が観察されたポテ
ンティラ・ネパレンシスの腐敗症状  
①② 2013 年 6 月 15 日の現地症状  ③茎表面の菌叢  
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第 25 図  国営武蔵丘陵森林公園において発生が観察されたアス
チルベの腐敗症状  
①② 2013 年 6 月 29 日の現地症状  ③茎表面の菌叢  
 
 
 
第 26 図  国営武蔵丘陵森林公園において発生が観察されたレー
マニアエラータの腐敗症状  
①② 2013 年 7 月 20 日の現地症状  ③茎表面の菌叢  
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第 27 図  国営武蔵丘陵森林公園において発生が観察されたベロ
ニカ・プロストラータの腐敗症状  
①② 2013 年 6 月 29 日の現地症状  ③茎表面の菌叢  
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第 28 図  国営武蔵丘陵森林公園において発生が観察されたギン
パイソウの腐敗症状  
①罹病前（ 2012 年 6 月 30 日）  ②同年 7 月 21 日の現地症状  
③茎表面の菌叢（同年 7 月 21 日）  ④植物体上の菌核（同年 7
月 21 日）  
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第 29 図  国営武蔵丘陵森林公園において発生が観察されたバー
ベナの腐敗症状  
①② 2013 年 6 月 15 日の現地症状   
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2.3 .2 病原菌の分離  
 第 28 表に示した分離菌名をつけた。  
第 28 表  各分離原植物と分離菌名（森林公園， 2012～ 2013 年）  
分離原植物  分離菌名  各分離原植物  分離菌名  
ヤマヤグルマギク  1 3 - G 0 2 1 8  タマノカンザシ  1 3 - G 0 2 0 6  
リュウノウギク  1 3 - G 0 1 3 1  ポピーマロー  1 2 - G 0 1 6 6  
コウリンタンポポ  1 3 - G 0 2 6 2  クリーピングフロックス  1 2 - G 0 1 5 6  
スイセンノウ  1 3 - G 0 1 8 5  オイランソウ  1 3 - G 0 11 5  
コ ー カ サ ス マ ツ ム シ
ソウ  
1 3 - G 0 2 6 4  ポテンティラ・ネパレンシ
ス  
1 3 - G 0 1 2 7  
ゲンノショウコ  1 2 - G 0 1 6 5  アスチルベ  1 3 - G 0 1 9 5  
アケボノフウロ  1 3 - G 0 11 6  レーマニアエラータ  1 3 - G 0 2 6 5  
セルピルムソウ  1 3 - G 0 1 8 4  ベロニカ・プロストラータ  1 3 - G 0 1 9 9  
パイナップルリリー  1 2 - G 0 1 8 0  ギンパイソウ  1 2 - G 0 1 6 2  
ドイツスズラン  1 3 - G 0 3 0 6  バーベナ  1 3 - G 0 1 3 7  
 
2 .3 .3 病原性の確認  
 分離菌を各分離源の健全植物に接種し，2，3 日おきに観察を行
った。各植物とも接種 2～ 3 日後から白色菌糸が植物体の基部お
よび周辺土壌表面を這い，その後，茎の地際部あるいは土壌に接
する葉に菌糸束が絡み付いた。やがて，はじめ白色のち淡褐色～
茶褐色となるナタネ種子状の菌核を多数形成した。個別の症状は
以下に記す。   
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ヤマヤグルマギク原病徴再現試験（接種菌： 13-G0218）  
 接種 3 日後，菌糸が這い，水浸状の腐敗を呈した。 5 日後には
地際部に多数の白色～褐色の菌核を形成し，10 日後に株全体が褐
変枯死した。  
リュウノウギク原病徴再現試験（接種菌： 13-G0131）  
 接種 4 日後土壌と接する葉が腐敗し， 9 日後には菌糸で覆われ
菌核を形成した。菌糸は植物体の上部まで進行しなかったが，萎
凋を起こした。  
コウリンタンポポ原病徴再現試験（接種菌： 13-G0262）  
 接種 1 日後に地際部に菌糸が這い， 2 日後には葉を褐変，軟化
腐敗させ， 7 日後には植物体全体が枯死，菌核を形成した。  
スイセンノウ原病徴再現試験（接種菌： 13-G0185）  
 接種 3 日後，地際部に少量の菌糸が這い， 5 日後に水浸状病斑
を形成した。21 日後一部の葉が褐変し，茶褐色の菌核を形成した。
その後も経過観察を行ったが株全体が枯死する症状は見られな
かった。  
コーカサスマツムシソウ原病徴再現試験（接種菌： 1 3 - G0 2 64） 
 接種 2 日後に根元に菌糸が伸長し，4 日後地際部を軟化させた。
軟化症状は次第に上昇し， 8 日後褐変枯死した。  
ゲンノショウコ原病徴再現試験（接種菌： 12-G0165）  
 接種 2 日後，少量の菌糸が地際部を這い， 5 日後には地際部を
覆った。 7 日後には白色～褐色の菌核を形成し，萎凋した。  
アケボノフウロ原病徴再現試験（接種菌： 13-G0116）  
 病徴が現れなかったため，追加してシャーレの半量の菌叢を加
えた。 1 日後には株の外側の葉をおかし， 5 日後には菌糸塊を形
63 
 
成し。 7 日後には株全体が萎凋する症状を確認した。  
セルピルムソウ原病徴再現試験（接種菌： 13-G0184）  
 接種 2 日後，地際部に菌糸が這い，下位葉が覆われた。10 日後
落葉症状が見られ，13 日後では中位～下位葉までなくなり褐色菌
核を形成した。  
パイナップルリリー原病徴再現試験（接種菌： 12-G0180）  
 接種 2 日後に土壌表層に菌糸が現れ，地際部の茎に菌糸が這い，
5 日後には黄化した。 9 日後には土壌と接する葉が軟化した。 14
日後にはその葉が水浸状に褐変腐敗し，菌核を散生された。さら
に腐敗が進み，21 日後には中央の葉も軟化し，株全体が倒伏した。 
ドイツスズラン原病徴再現試験（接種菌： 13-G0306）  
 接種 2 日後に菌糸が這い地際から約 1 ㎝菌糸が覆った。 6 日後
葉まで進行し黄化し，茎は褐変した。14 日後全体が枯死。葉に菌
核を形成した。茎には形成を観察されなかった。  
タマノカンザシ原病徴再現試験（接種菌： 13-G0206）  
 接種 2 日後菌糸が地際部を這い， 5 日後に菌糸塊を形成した。
17 日後に褐変，植物体が倒伏した  
ポピーマロー原病徴再現試験（接種菌： 12-G0166）  
 接種 4 日後に地際部の茎に菌糸が這い水浸状の病斑を呈した。
6 日後菌糸は上部に伸長し，菌核を散生した。11 日後には植物体
を覆い株全体が萎凋，枯死した。  
クリーピングフロックス原病徴再現試験（接種菌： 1 2 - G0 1 56） 
 接種 4 日後に地際部の茎に菌糸が這い，軟化し褐変をおこした。
8 日後に菌糸は上部に伸長し，菌核を集団で形成された。14 日後
には上部が枯死し立枯れ症状を示した。  
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オイランソウ原病徴再現試験（接種菌： 13-G0115）  
 接種 10 日後下位葉に菌糸が這い， 25 日後に菌糸が伸長し白色
の菌核を形成。35 日後には株全体が侵され倒伏した。病徴の進展
は，他の種と比べ進行は遅かった。  
ポテンティラ・ネパレンシス原病徴再現試験（接種菌：13-G0127） 
 接種 2 日後，土壌と接する葉が褐変をおこし， 4 日後菌糸が地
際部を這った。 6 日後下位葉が全て褐変した。その後褐変した葉
に褐色の菌核を形成した。腐敗が進行し 15 日後に枯死した。  
アスチルベ原病徴再現試験（接種菌： 13-G0195）  
 接種 2 日後，地際部が確認できないほど菌糸が覆い， 3 日後に
植物体上に菌糸塊を形成した。 4 日後には小型の白色菌核を地際
部に多数形成した。7 日後に褐色菌核を作り，株枯れを起こした，  
レーマニアエラータ原病徴再現試験（接種菌： 13-G0265）  
 接種 2 日後，地際部に菌糸が纏い， 5 日後には白色，小型の菌
核を形成し，水浸状の不整形病斑が進行した。 7 日後には葉全体
の軟化や萎凋症状が見られた。  
ベロニカ・プロストラータ原病徴再現試験（接種菌：13-G0199）  
 接種 2 日後，土壌と新芽を菌糸が覆い， 6 日後に白色の菌核を
形成し， 9 日後に褐色になった。親株が枯死した後に新たに生え
た芽が再生するがすぐに侵された。  
ギンパイソウ原病徴再現試験（接種菌： 12-G0162）  
 土壌に接する茎や葉に水浸状の不整形病斑ができ，菌糸を伸長
させ，地上部も軟化させた。その際に菌核を植物体に散生した。
12 日後には株全体が萎凋枯死。  
バーベナ原病徴再現試験（接種菌： 13-G0137）  
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 接種 4 日後，土壌と接する葉が軟化した。その葉と接する葉へ
と進行し， 11 日後には地際部に菌核を形成， 13 日後には全体が
腐敗し上位の茎や葉にも菌核を形成した。  
 
すべてに各分離菌接種により原病徴が再現され，供試菌株は病原
菌であることが確認された。   
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第 30 図  ヤマヤグルマギク病原再現試験  
①無接種区   ②接種 10 日後   
③接種 3 日後  ④接種 5 日後  ⑤接種 10 日後   
67 
 
 
第 31 図  リュウノウギク病原再現試験  
①無接種区  ②接種 9 日後  ③接種 4 日後  ④接種 9 日後  
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第 32 図  コウリンタンポポ病原再現試験  
①無接種区   ②接種 7 日後   
③接種 1 日後  ④接種 2 日後  ⑤接種 7 日後   
69 
 
 
第 33 図  スイセンノウ病原再現試験  
①無接種区   ②接種 21 日後   
③接種 3 日後  ④接種 9 日後  ⑤接種 21 日後   
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第 34 図  コーカサスマツムシソウ病原再現試験  
①無接種区   ②接種 8 日後   
③接種 2 日後  ④接種 3 日後  ⑤接種 8 日後  
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第 35 図  ゲンノショウコ病原再現試験  
①無接種区   ②接種 7 日後   
③接種 2 日後  ④接種 5 日後  ⑤接種 7 日後  
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第 36 図  アケボノフウロ病原再現試験  
①無接種区   ②接種 7 日後   
③接種 1 日後  ④接種 5 日後  ⑤接種 7 日後   
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第 37 図  セルピルムソウ病原再現試験  
①無接種区   ②接種 13 日後   
③接種 2 日後  ④接種 10 日後  ⑤接種 13 日後   
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第 38 図  パイナップルリリー病原再現試験  
①接種日  ②接種 2 日後  ③接種 5 日後  ④接種 9 日後   
⑤接種 14 日後    ⑥⑦接種 21 日後  
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第 39 図  ドイツスズラン病原再現試験  
①無接種区   ②接種 14 日後   
③接種 2 日後  ④接種 6 日後  ⑤接種 14 日後   
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第 40 図  タマノカンザシ病原再現試験  
①無接種区   ②接種 17 日後   
③接種 2 日後  ④接種 5 日後  ⑤接種 17 日後   
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第 41 図  ポピーマロー病原再現試験  
①無接種区   ②接種 11 日後   
③接種 4 日後  ④接種 6 日後  ⑤接種 11 日後  
 
 
 
第 42 図  クリーピングフロックス病原再現試  
①無接種区   ②接種 14 日後   
③接種 4 日後  ④接種 8 日後  ⑤接種 14 日後  
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第 43 図  オイランソウ病原再現試験  
①無接種区   ②接種 35 日後   
③接種 10 日後  ④接種 25 日後  ⑤接種 35 日後  
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第 44 図  ポテンティラ・ネパレンシス病原再現試験  
①無接種区   ②接種 6 日後   
③接種 2 日後  ④接種 4 日後  ⑤接種 6 日後  
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第 45 図  アスチルベ病原再現試験  
①無接種区   ②接種 4 日後   
③接種 2 日後  ④接種 3 日後  ⑤接種 4 日後  
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第 46 図  レーマニアエラータ病原再現試験  
①無接種区   ②接種 7 日後   
③接種 2 日後  ④接種 5 日後  ⑤接種 7 日後  
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第 47 図  ベロニカ・プロストラータ病原再現試験  
①無接種区   ②接種 9 日後   
③接種 2 日後  ④接種 6 日後  ⑤接種 9 日後  
 
 
第 48 図  ギンパイソウ病原再現試験  
①無接種区   ②接種 12 日後   
③接種 5 日後  ④接種 7 日後  ⑤接種 12 日後   
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第 49 図  バーベナ病原再現試験  
①無接種区   ②接種 13 日後   
③接種 4 日後  ④接種 11 日後  ⑤接種 13 日後  
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2.3 .4 形態的特徴  
 各分離菌の形態的特徴を第 29 表および第 50 図～第 53 図に示
した。概括すると，分離菌の菌糸は無色，隔壁を有し，平均の菌
糸幅 3 .6～ 6 .3μm，た。菌核は茶褐色，主に球形～類球形であり，
植物体上では大きさ 0.4～ 1 .4mm， PDA 平板培地上の大きさ 1 .6
～ 3.7mm であった。以上の形態的特徴から各分離菌を Domsch  e t  
a l .（ 2007）による Athel ia  ro l f s i i（ Curz i） C.  C.  Tu  & Kimbrough
（ Sclerot ium rol f s i i  Saccardo の不完全世代）， Okabe e t  a l .（ 1998）
および岡部（ 2002a ,  2002b）における S.  ro l f s i i  の記載と比較検討
した。各分離菌の菌核の大きさを植物体上と培養上で比較すると
植物体上でやや小型であるが，球形～類球形であることが共通し
ており，大きさ，形状とも， Domsch  e t  a l .（ 2007）， O kabe  e t  a l .
（ 1998）および岡部（ 2002b）の記載の範囲と重なると判断され
る（第 29 表）。   
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第 50 図  形態的特徴  
① 7 日培養菌叢② 40 日培養菌叢③ 4 0 日生育菌核④かすがい連結
（上からヤマヤグルマギク，リュウノウギク，コウリンタンポポ  
スイセンノウ，コーカサスマツムシソウ分離菌）  
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第 51 図  形態的特徴  
① 7 日培養菌叢② 40 日培養菌叢③ 4 0 日生育菌核④かすがい連結
（上からゲンノショウコ，アケボノフウロ，セルピルムソウ，パ
イナップルリリー，ドイツスズラン分離菌）  
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第 52 図  形態的特徴  
① 7 日培養菌叢② 40 日培養菌叢③ 4 0 日生育菌核④かすがい連結
（上からタマノカンザシ，ポピーマロー，クリーピングフロック
ス，オイランソウ，ポテンティラ・ネパレンシス，分離菌）  
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第 53 図  形態的特徴  
① 7 日培養菌叢② 40 日培養菌叢③ 4 0 日生育菌核④かすがい連結
（上からアスチルベ，レーマニアエラータ，ベロニカ・プロスト
ラータ，ギンパイソウ，バーベナ分離菌）  
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2.3 .5 温度別菌叢生育試験  
 菌糸生育温度の範囲はヤマヤグルマギク，ポピーマロー，オイ
ランソウ，ポテンティラ・ネパレンシス分離菌は 10～ 35℃，アケ
ボノフウロ分離菌は 10～ 40℃，スイセンノウ，レーマニアエラー
タ，バーベナ分離菌は 15℃～ 40℃，その他の分離菌は 15  ～  35℃
であった。生育適温はヤマヤグルマギク，アケボノフウロ，レー
マニアエラータ分離菌は 32.5℃，その他 17 分離菌は 30  ℃であ
った（第 29 表）。これらの温度特性は Domsch  e t  a l .（ 2007），Okabe 
e t  a l .（ 1998）  および岡部（ 2002）による S .  ro l f s i i  の温度反応の
記載とほぼ一致した。S.  ro l f s i i  の近縁種として，S .  delph in i i  Welch 
が記載されたが，この種は，生育温度範囲が 10～ 33℃（ときに
36℃まで生育），生育適温も 28℃と低めであることが，S .  ro l f s i i  と
の区別点とされる（岡部， 2002）。  
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第 54 図  ヤマヤグルマギク分離菌の温度別生育試験  
（ 5℃～ 40℃， 2 日間培養）  
 
第 55 図  リュウノウギク分離菌の温度別生育試験  
（ 5℃～ 40℃， 2 日間培養）  
 
第 56 図  コウリンタンポポ分離菌の温度別生育試験  
（ 5℃～ 40℃， 2 日間培養）  
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第 57 図  スイセンノウ分離菌の温度別生育試験  
（ 5℃～ 40℃， 2 日間培養）  
第 58 図  コーカサスマツムシソウ分離菌の温度別生育試験  
（ 5℃～ 40℃， 2 日間培養）  
第 59 図  ゲンノショウコ分離菌の温度別生育試験  
（ 5℃～ 40℃， 2 日間培養）  
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第 60 図  アケボノフウロ分離菌の温度別生育試験  
（ 5℃～ 40℃， 2 日間培養）  
 
第 61 図  セルピルムソウ分離菌の温度別生育試験  
（ 5℃～ 40℃， 2 日間培養）  
第 62 図  パイナップルリリー分離菌の温度別生育試験  
（ 5℃～ 40℃， 2 日間培養）  
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第 63 図  ドイツスズラン分離菌の温度別生育試験  
（ 5℃～ 40℃， 2 日間培養）  
第 64 図  タマノカンザシ分離菌の温度別生育試験  
（ 5℃～ 40℃， 2 日間培養）  
第 65 図  ポピーマロー分離菌の温度別生育試験  
（ 5℃～ 40℃， 2 日間培養）  
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第 66 図  クリーピングフロックス分離菌の温度別生育試験  
（ 5℃～ 40℃， 2 日間培養）  
第 67 図  オイランソウ分離菌の温度別生育試験  
（ 5℃～ 40℃， 2 日間培養）  
第 68 図  ポテンティラ・ネパレンシス分離菌の温度別生育試験  
（ 5℃～ 40℃， 2 日間培養）  
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第 69 図  アスチルベ分離菌の温度別生育試験  
（ 5℃～ 40℃， 2 日間培養）  
第 70 図  レーマニアエラータ分離菌の温度別生育試験  
（ 5℃～ 40℃， 2 日間培養）  
第 71 図  ベロニカ・プロストラータ分離菌の温度別生育試験  
（ 5℃～ 40℃， 2 日間培養）  
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第 72 図  ギンパイソウ分離菌の温度別生育試験  
（ 5℃～ 40℃， 2 日間培養）  
 
第 73 図  バーベナ分離菌の温度別生育試験  
（ 5℃～ 40℃， 2 日間培養）  
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第 29 表  花卉類立枯れ・腐敗症状株からの分離菌と既知白絹病
菌との形態的特徴および生育温度特性の比較 （森林公園， 2012
年～ 2013 年）
科 名  植 物 名  
菌 糸  
(平 均 ，
µ m )  
菌 核 (平 均 ， m m )  か す
が い
連 結  
菌 糸 生 育
温 度  
(適 温 ,℃ )  
植 物 体
上  
P D A 培 地
上  
キ ク  
ヤ マ ヤ グ ル マ  
ギ ク  
2 . 3 - 7 . 6  
( 4 . 0 )  
0 . 7 - 1 . 2  
( 0 . 8 )  
1 . 5 - 3 . 3  
( 2 . 2 )  
有  
1 0 - 3 5  
( 3 2 . 5 )  
キ ク  
リ ュ ウ ノ ウ ギ
ク  
5 . 0 - 7 . 5  
( 5 . 9 )  
0 . 3 - 0 . 9  
( 0 . 4 )  
1 . 4 - 4 . 0  
( 2 . 2 )  
有  1 5 - 3 5 ( 3 0 )  
キ ク  
コ ウ リ ン  
タ ン ポ ポ  
1 . 7 - 7 . 2  
( 3 . 6 )  
0 . 4 - 1 . 3  
( 0 . 7 )  
1 . 2 - 2 . 8  
( 1 . 8 )  
有  1 5 - 3 5 ( 3 0 )  
ナ デ シ
コ  
ス イ セ ン ノ ウ  
5 . 0 - 7 . 5  
( 5 . 9 )  
0 . 5 - 1 . 3  
( 0 . 8 )  
1 . 2 - 4 . 3  
( 2 . 3 )  
有  1 5 - 4 0 ( 3 0 )  
マ ツ ム
シ ソ ウ  
コ ー カ サ ス  
マ ツ ム シ ソ ウ  
3 . 8 - 7 . 6  
( 5 . 9 )  
0 . 4 - 2 . 1  
( 1 . 0 )  
1 . 2 - 4 . 0  
( 2 . 0 )  
有  1 5 - 3 5 ( 3 0 )  
フ ウ ロ
ソ ウ  
ゲ ン ノ シ ョ ウ
コ  
2 . 2 - 7 . 5  
( 4 . 6 )  
0 . 5 - 1 . 4  
( 0 . 8 )  
2 . 3 - 3 . 0  
( 2 . 6 )  
有  1 5 - 3 5 ( 3 0 )  
フ ウ ロ
ソ ウ  
ア ケ ボ ノ フ ウ
ロ  
2 . 8 - 1 0 . 8  
( 5 . 1 )  
0 . 3 - 1 . 2  
( 0 . 6 )  
1 . 1 - 3 . 0  
( 2 . 1 )  
有  
1 0 - 4 0  
( 3 2 . 5 )  
シ ソ  
セ ル ピ ル ム ソ
ウ  
5 . 0 - 7 . 5  
( 5 . 4 )  
0 . 4 - 1 . 4  
( 0 . 7 )  
1 . 4 - 4 . 4  
( 2 . 8 )  
有  1 5 - 3 5 ( 3 0 )  
ユ リ  
パ イ ナ ッ プ ル  
リ リ ー  
2 . 9 - 8 . 4  
( 5 . 6 )  
0 . 5 - 2 . 5  
( 1 . 4 )  
1 . 0 - 2 . 8  
( 1 . 8 )  
有  1 5 - 3 5 ( 3 0 )  
ユ リ  
ド イ ツ ス ズ ラ
ン  
5 . 0 - 7 . 5  
( 6 . 3 )  
0 . 3 - 1 . 5  
( 0 . 9 )  
1 . 8 - 4 . 6  
( 2 . 9 )  
有  1 5 - 3 5 ( 3 0 )  
ユ リ  
タ マ ノ カ ン ザ
シ  
1 . 6 - 7 . 9  
( 5 . 0 )  
0 . 7 - 2 . 3  
( 1 . 4 )  
0 . 9 - 2 . 9  
( 1 . 8 )  
有  1 5 - 3 5 ( 3 0 )  
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科 名  植 物 名  
菌 糸 (平
均 ， µ m )  
菌 核 (平 均 ， m m )  か す
が い
連 結  
菌 糸 生 育
温 度  
(適 温 ,℃ )  
植 物 体 上  
P D A 培 地
上  
ア オ イ  ポ ピ ー マ ロ ー  
2 . 8 - 7 . 0  
( 4 . 9 )  
0 . 4 - 1 . 6  
( 1 . 0 )  
1 . 4 - 2 . 1  
( 1 . 7 )  
有  1 0 - 3 5 ( 3 0 )  
ハ ナ シ
ノ ブ  
ク リ ー ピ ン グ  
フ ロ ッ ク ス  
2 . 5 - 7 . 9  
( 4 . 8 )  
0 . 8 - 1 . 5  
( 1 . 1 )  
1 . 3 - 3 . 1  
( 2 . 0 )  
有  1 5 - 3 5 ( 3 0 )  
ハ ナ シ
ノ ブ  
オ イ ラ ン ソ ウ  
2 . 8 - 11 . 7  
( 5 . 4 )  
0 . 4 - 1 . 4  
( 0 . 9 )  
1 . 4 - 2 . 6  
( 1 . 9 )  
有  1 0 - 3 5 ( 3 0 )  
バ ラ  
ポ テ ン テ ィ
ラ・ネ パ レ ン シ
ス  
2 . 5 - 7 . 1  
( 4 . 5 )  
0 . 7 - 1 . 9  
( 1 . 3 )  
1 . 5 - 3 . 3  
( 2 . 3 )  
有  1 0 - 3 5 ( 3 0 )  
ユ キ ノ
シ タ  
ア ス チ ル ベ  
2 . 3 - 6 . 3  
( 3 . 7 )  
0 . 7 - 1 . 4  
( 1 . 0 )  
1 . 0 - 3 . 0  
( 2 . 0 )  
有  1 5 - 3 5 ( 3 0 )  
ゴ マ ノ
ハ グ サ  
レ ー マ ニ ア  
エ ラ ー タ  
5 . 0 - 7 . 5  
( 5 . 8 )  
0 . 4 - 1 . 3  
( 0 . 7 )  
2 . 0 - 5 . 3  
( 3 . 7 )  
有  
1 5 - 4 0  
( 3 2 . 5 )  
ゴ マ ノ
ハ グ サ  
ベ ロ ニ カ ・  
プ ロ ス ト ラ ー
タ  
1 . 7 - 8 . 7  
( 4 . 2 )  
0 . 8 - 1 . 9  
( 1 . 3 )  
1 . 0 - 2 . 5  
( 1 . 6 )  
有  1 5 - 3 5 ( 3 0 )  
ナ ス  ギ ン パ イ ソ ウ  
3 . 4 - 1 0 . 0 ( 5
. 8 )  
0 . 2 - 0 . 9  
( 0 . 5 )  
1 . 4 - 2 . 6  
( 2 . 1 )  
有  1 5 - 3 5 ( 3 0 )  
ク マ ツ
ヅ ラ  
バ ー ベ ナ  
3 . 8 - 7 . 5  
( 5 . 3 )  
0 . 8 - 1 . 7  
( 1 . 0 )  
1 . 3 - 6 . 6  
( 2 . 9 )  
有  1 5 - 4 0 ( 3 0 )  
1～ 2 0 の 平 均 の 範 囲  3 . 6 - 6 . 3  0 . 4 - 1 . 4  1 . 6 - 3 . 7  有  
 
A t h e l i a  ro l f s i i   a )  
無 色 有 隔
壁 4 . 5 - 9  
小 型・球 形  1 - 2 ( 1 . 2 )  有  8 - 3 7 ( 3 0 )  
S c l e ro t i u m  ro l f s i i    b )  ―  小 型 ・ 球 形  0 . 5 - 1  有  1 0 - 3 6 ( 3 0 )  
S c l e ro t i u m  d e l p h i n i i   b )  ―  大 型 ・ 不 定 形  2 - 3  有  1 0 - 3 3 ( 2 8 )  
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2.3 .6 遺伝子解析  
 ゲンノショウコ，パイナップルリリー，ポピーマロー，クリー
ピンクフロックス，ギンパイソウの 5 種で Sc lero t ium rol f s i i の完
全世代である Athe l ia  ro l f s i i と 99～ 100％の相同性を示した。
第 30 表  遺伝子解析結果  
分 離 植 物 名  菌 名  A c c e s s i o n  n o .  
相 同 性
（ ％ ）  
ゲ ン ノ シ ョ ウ コ  
A t h e l i a  r o l f s i i  （ C u r z i） 
T u  &  K i m b r o u g h  
H M 3 5 5 7 5 1 . 1 な ど  1 0 0  
パ イ ナ ッ プ ル リ リ ー  
A t h e l i a  r o l f s i i  （ C u r z i） 
T u  &  K i m b r o u g h  
H M 3 5 5 7 5 1 . 1 な ど  1 0 0  
ポ ピ ー マ ロ ー  
A t h e l i a  r o l f s i i  （ C u r z i） 
T u  &  K i m b r o u g h  
H M 3 5 5 7 5 1 . 1 な ど  9 9  
ク リ ー ピ ン グ フ ロ ッ ク ス  
A t h e l i a  r o l f s i i  （ C u r z i） 
T u  &  K i m b r o u g h  
H M 3 5 5 7 5 1 . 1 な ど  1 0 0  
ギ ン パ イ ソ ウ  
A t h e l i a  r o l f s i i  （ C u r z i） 
T u  &  K i m b r o u g h  
H M 3 5 5 7 5 1 . 1 な ど  1 0 0  
 
上述の 5 種以外の 15 種は波形が乱れたためクローニングを行っ
た。リュウノウギク，スイセンノウ，コーカサスマツムシソウ，
タ マ ノ カ ン ザ シ お よ び オ イ ラ ン ソ ウ の ク ロ ー ン 株 は ど れ も
Athel ia  ro l f s i i と 99～ 100％の相同性を示した。また，レーマニア
エラータでは Sc lero t ium delph in i i と 99～ 100％の相同性を示し，
その他は Athel ia  ro l f s i i，Sclerot ium delphin i i とそれぞれ 99～ 100％
の相同性を示しクローン株によって異なる種と高い相同性を示
した。  
 
 
  
100 
 
第 31 表  クローニング後の遺伝子解析結果
分 離 植 物 名  菌 名  A c c e s s i o n  n o .  
相 同 性
（ ％ ）  
株
数  
ヤ マ ヤ グ ル マ ギ ク  
A t h e l i a  r o l f s i i  H M 3 5 5 7 5 1 . 1 な ど  9 9  1  
S c l e r o t i u m  d e l p h i n i i  A B 0 7 6 3 1 8 . 1 な ど  9 9  1  
リ ュ ウ ノ ウ ギ ク  
A t h e l i a  r o l f s i i  H M 3 5 5 7 5 1 . 1 な ど  9 9  3  
－  －  －  －  
コ ウ リ ン タ ン ポ ポ  
A t h e l i a  r o l f s i i  K J 5 5 2 0 9 0 . 1 な ど  1 0 0  1  
S c l e r o t i u m  d e l p h i n i i  K J 1 4 5 3 2 8 . 1 な ど  1 0 0  2  
ス イ セ ン ノ ウ  
A t h e l i a  r o l f s i i  H M 3 5 5 7 5 1 . 1 な ど  9 9  1  
－  －  －  －  
コ ー カ サ ス マ ツ ム
シ ソ ウ  
A t h e l i a  r o l f s i i  J N 5 4 3 6 9 1 . 1 な ど  9 9～ 1 0 0  4  
－  －  －  －  
ア ケ ボ ノ フ ウ ロ  
A t h e l i a  r o l f s i i  G U 0 8 0 2 3 0 . 1 な ど  9 9  2  
－  －  －  －  
セ ル ピ ル ム ソ ウ  
A t h e l i a  r o l f s i i  H M 3 5 5 7 5 1 . 1 な ど  9 9～ 1 0 0  3  
S c l e r o t i u m  d e l p h i n i i  A B 0 7 5 3 1 4 . 1 な ど  9 9  2  
ド イ ツ ス ズ ラ ン  
A t h e l i a  r o l f s i i  H M 3 5 5 7 5 1 . 1 な ど  9 9  6  
S c l e r o t i u m  d e l p h i n i i  A B 0 7 5 3 1 8 . 1 な ど  9 9  1  
タ マ ノ カ ン ザ シ  
A t h e l i a  r o l f s i i  H M 3 5 5 7 5 1 . 1 な ど  9 9～ 1 0 0  2  
－  －  －  －  
オ イ ラ ン ソ ウ  
A t h e l i a  r o l f s i i  H M 3 5 5 7 5 1 . 1 な ど  9 9  1  
－  －  －  －  
ポ テ ン テ ィ ラ ・ ネ
パ レ ン シ ス  
A t h e l i a  r o l f s i i  J N 5 4 3 6 9 1 . 1 な ど  9 9  2  
S c l e r o t i u m  d e l p h i n i i  K J 1 4 5 3 2 8 . 1 な ど  9 9  1  
ア ス チ ル ベ  
A t h e l i a  r o l f s i i  A B 0 4 2 6 2 6 . 1 な ど  9 9～ 1 0 0  2  
S c l e r o t i u m  d e l p h i n i i  A B 0 7 5 3 1 4 . 1 な ど  9 9～ 1 0 0  3  
レ ー マ ニ ア エ ラ ー
タ  
－  －  －  －  
S c l e r o t i u m  d e l p h i n i i  A B 0 7 5 3 1 5 . 1 な ど  9 9～ 1 0 0  2  
ベ ロ ニ カ ・ プ ロ ス
ト ラ ー タ  
A t h e l i a  r o l f s i i  J N 5 4 3 6 9 1 . 1 な ど  9 9  2  
S c l e r o t i u m  d e l p h i n i i  A B 0 7 5 3 1 4 . 1 な ど  9 9  2  
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2． 4 考察  
 
2 .4 .1 同定の根拠  
白絹病菌は菌糸融合し，同一の細胞内に複数の核を有することの
できるヘテロカリオン菌株を作ることが知られている。クローン
株によって異なる 2 種と高い相同性を示した菌株はヘテロカリオ
ン菌株であることが考えられる（岡部，2002）。なお，S.  delph in i i  
は Boerema andHamers（ 1988）により S.  ro l f s i i  var.  delph in i i  の異
名とされている。形態的特徴より菌核が小型・球形から類球形で
あること，菌糸生育最適温度が 30℃もしくは 32． 5℃であり，
Sclero t ium rol f s i i と一致していることからこれら 20 種すべてを
Sclero t ium rol f s i i  Saccardo と同定した。  
 
2 .4 .2 植物病名目録の所属について  
 日本病名目録ではヤマヤグルマギクはヤグルマギクの項（瀧元
清透，1939）でタマノカンザシはギボウシ類の項（森田儔ら，1985）
ですでに白絹病の報告があるが，これらの種での報告はないため，
新たな宿主範囲として提案した。また，リュウノウギクは同属の
キクの項でクリーピングフロックス・オイランソウは同属のシバ
ザクラの項でそれぞれ白絹病の記載はあるが，リュウノウギクは
キク類の項に所属することが妥当であり，またクリーピングフロ
ックスは該当する項目がなく，オイランソウはフロックスの項に
所属することが妥当であるため，白絹病を追加提案致した。さら
に，コウリンタンポポ，セルピルムソウ，パイナップルリリー，
ポピーマロー，ギンパイソウは項目がないので新たに項目を設け，
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その他の種については以下の項目で白絹病を新たに提案致した。 
第 32 表  
植 物 名  項 目  植 物 名  項 目  
ヤ マ ヤ グ ル マ ギ ク  ヤ グ ル マ ギ ク  タ マ ノ カ ン ザ シ  ギ ボ ウ シ 類  
リ ュ ウ ノ ウ ギ ク  キ ク 類  ポ ピ ー マ ロ ー  項 目 な し  
コ ウ リ ン タ ン ポ ポ  項 目 な し  ク リ ー ピ ン グ フ ロ ッ ク ス  項 目 な し  
ス イ セ ン ノ ウ  ス イ セ ン ノ ウ  オ イ ラ ン ソ ウ  フ ロ ッ ク ス  
コ ー カ サ ス マ ツ ム シ
ソ ウ  
ス カ ビ オ サ  ポ テ ン テ ィ ラ ・ ネ パ レ ン
シ ス  
ポ テ ン テ ィ
ラ  
ゲ ン ノ シ ョ ウ コ  フ ウ ロ ソ ウ 類  ア ス チ ル ベ  ア ス チ ル ベ  
ア ケ ボ ノ フ ウ ロ  フ ウ ロ ソ ウ 類  レ ー マ ニ ア エ ラ ー タ  項 目 な し  
セ ル ピ ル ム ソ ウ  項 目 な し  ベ ロ ニ カ ・ プ ロ ス ト ラ ー
タ  
ベ ロ ニ カ  
パ イ ナ ッ プ ル リ リ ー  項 目 な し  ギ ン パ イ ソ ウ  項 目 な し  
ド イ ツ ス ズ ラ ン  ド イ ツ ス ズ ラ
ン  
バ ー ベ ナ  バ ー ベ ナ  
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総合診療研究室の笹井です。それでは発表を始めさせていただき
ます。  
 
この研究の背景と目的です。緑化・観賞用植物の病害の調査研究
は，農作物等に比較すると非常に遅れており，一般に知られてい
る病害であっても，その発生生態や病原菌の動態の詳細が解明さ
れている種類は多くありません。そこで，関東地域における主要
な緑化・観賞用植物を植栽する，国営武蔵丘陵森林公園を調査地
として，病害の種類とその病原菌を診断・同定し，植物病害の発
生生態を把握し，緑地管理および，緑化・観賞用植物の安定生産
に貢献することを目的に行いました。  
 
私が調査地とした国営武蔵丘陵森林公園は埼玉県の滑川町に位
置し，広さ 304ha あります。その中の都市緑化植物園を調査致し
ました。  
 
都市緑化植物園はエリアごとに植栽が異なり，紅黄葉樹園，公園
庭園樹園，ハーブ園，生け垣園，花卉園，ロックガーデン，湿地
性植物園，ボーダー花壇を調査しました。調査方法は月 1 回程度
現地で病害相調査を行います。発生状況を確認し 0 から 5 の段階
に分け記録します。そして，病害サンプルを採集し研究室に持ち
帰ります。持ち帰ったサンプルは写真撮影を行い病徴の特徴をと
らえ，さく葉標本にします。そして実体，正立顕微鏡で病原体の
形態を観察し既報の文献と比較検討し病名を決定します。  
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病害相調査の結果です。は 2012 年から 2014 年の調査において，
53 科 101 属 120 種計 410 サンプルから 40 属 150 病害が検出され
ました。とくに，サーコスポラ属群，うどんこ病菌群，さび病菌
群，白絹病菌が多く検出されました。これらについて調査結果を
報告します。  
 
サーコスポラ属群はこちらの表の 10 科 13 属 15 種の植物に発生
しました。発生地区は紅黄葉樹園，公園・庭園樹園，ハーブ園，
生垣園，ボーダー花壇，花卉園，ロックガーデンです。  
これらの病徴の特徴は葉にはじめ褐色や黒色の小斑点を生じ，や
がて拡大し，葉によっては 1ｃｍほどに拡大するものもあります。
病斑には分生子塊を生じ，褐色からオリーブ色の子座，オリーブ
色の分生子が確認できます。園内での初期発生は 6 月に一部の樹
木に発生を確認し 9 月ごろ植物体全体に被害が広がりました。  
つぎにうどんこ病です。発生が見られた植物は 16 科 17 属 25 種
の植物で，これらになります。発生地区は全地区になります。  
葉や茎に白色菌叢を形成し，ひどい場合には奇形や葉の黒変が見
られました。  
 
次に白絹病です。1 5 科 26 属 31 種の植物に被害をもたらしました。
発生地区はボーダー花壇とハーブ園で草本植物を中心にこれら
の植物に感染を確認しました。  
 
現地では罹病前と比較すると植物体の倒伏や褐変枯死など，植栽
全体に激しい被害をもたらしました。症状ははじめ，地際部の葉
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や茎に軟化が見られ，やがて褐変枯死します。地際部には白色絹
糸状の菌糸と褐色の菌核を形成します。  
 
ポピーマローでの初期発生は 6 月上旬，地際部の褐変腐敗が見ら
れ，梅雨の降雨により発生が助長され， 6 月下旬わずか 2 週間ほ
どで植栽全体に著しい被害をもたらしました。その後，気温の低
下とともに植栽の一部に回復が見られました。また，翌年の初発
生は 5 月下旬に認められ，土壌中の菌密度が高くなっていると考
えられます。また，病害が確認された植物において，日本植物病
名目録に記載のない植物 20 種での発生が確認されたため，それ
らの病原特定のためにさらに詳細な試験を行いました。これらの
花き植物は春から夏にかけて花を咲かせるため，近年花壇用とし
て需要が高まっています。  
 
実験方法はこちらになります。まず，罹病植物から病原体の分離
を行います。 5ｍｍ角の組織片もしくは植物体上菌核を， 0 .25％
次亜塩素酸ナトリウムに 20 秒から 40 秒間浸漬し WA 培地に置床
します。20℃の条件下で培養し，単菌糸分離を行い供試菌株を得
ます。供試菌株を用いて原病徴の再現試験を行います。接種区に
は 20℃ 7 日間分離菌を培養した PDA 培地をコントロールには無
菌の PDA 培地を用い，滅菌土壌とともに表層 2～ 3ｃｍに混和し
経過観察を行います。そして病原体の形態的特徴と温度特性を調
査します。 PDA 培地に 20℃の暗黒化で培養し分離菌の形態観察
を行います。温度特性は培養した菌叢をコルクボーラーで直径 5
㎜の円にくりぬき，PDA 培地の中央に置き，5～ 40℃計 10 区間に
112 
 
置き，菌糸の生育を確認します。最後に rDNA- ITS 領域について
遺伝子解析を行います。シーケンスを行い特定できなかったサン
プルに関してはクローニングを行いクローン株について遺伝子
解析を行います。  
 
まず，原病徴再現試験の結果です。コウリンタンポポから分離し
た分離菌を接種すると 1 日後は地際部に菌糸が這い， 2 日後には
褐変腐敗しました。 7 日後には植物体全体が枯死し菌核を形成し
ました。また，接種植物からは接種菌と同様の形態の菌を再分離
することができました。  
 
さらに，これらの 7 種についても原病徴の再現がされました。  
 
これら 6 種についても原病徴の再現がされ，  
 
20 種全てにおいても原病徴の再現ならびに，接種植物からの接種
菌の再分離を致しました。  
 
次に形態的な特徴についてです。培養菌叢から光沢のある白色絹
糸状の菌糸が見られ，無色，有隔壁，かすがい連結を有します。
胞子は形成されません。菌核は褐色から茶褐色，小型，球形から
類球形。表皮は薄く茶褐色，内部は白色で表皮と剥離しません。
この形態は白絹病の病原菌である Sc lerot ium ro l f s i i の形態ときわ
めて一致します。  
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これら 10 種においても同様の形態の菌糸と菌核が確認され，  
 
これら 20 種全てにおいて同様の形態の菌糸と菌核が確認されま
した。  
 
温度別菌叢生育試験ではコウリンタンポポ分離菌では生育可能
温度は 15～ 35℃，生育適温は 30℃でした。  
 
他の 19 種では 10℃もしくは 15℃から 35℃もしくは 40℃で生育
し，  
 
ヤマヤグルマギク，アケボノフウロ，レーマニアエラータの生育
最適温度は 32 .5℃，その他は 30℃でした。  
 
形態的特徴と温度特性の結果をまとめました。平均の菌糸幅は
3.6 -6 .3µm と太く，菌核は植物上では 0 .4～ 1 .4 ㎜と小型， PDA 平
板培地上では 1 .6～ 3.7 ㎜とばらつきがあり，菌糸にはかすがい連
結を有しました 。そして菌糸生 育適温はすべて 30℃ もしくは
32 .5℃でした。 Sc lero t ium rol f s i i の特徴は菌核が小型・類球形，
菌糸生育適温は 30℃であり，6 種の分離菌の形態と極めて一致し
ます。一方， de lphn i i では菌核が 2～ 3 ㎜，大きくて 5 ㎜と大型・
不定形で生育適温は 28℃と ro l f s i i と比べやや低温を好みます。  
以上より形態的特長は 20 種全て Sc lero t ium rol f s i i の記載と一致
するため Sc lero t ium rol f s i i と同定しました。  
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また遺伝子解析の結果では，ゲンノショウコ，パイナップルリリ
ー，ポピーマロー，クリーピンクフロックス，ギンパイソウの 5
種で Sclerot ium ro l f s i i の完全世代である Athel ia  ro l f s i i と 99～
100％の相同性を示しました。  
特定できなかった 15 種についてはクローニングを行いました。
リュウノウギク，スイセンノウ，コーカサスマツムシソウ，タマ
ノカ ン ザシ お よ びオ イ ラン ソ ウ のク ロ ーン 株 は どれ も Athe l ia 
ro l f s i i と 99～ 100％の相同性をしました。また，レーマニアエラ
ータでは Sc lero t ium delphin i i と 99～ 100％の相同性を示し  
その以外は Athel ia  ro l f s i i と Sclero t ium de lphin i i と 99～ 100％の相
同性を示しクローン株によって異なる種と高い相同性を示しま
した。白絹病菌は菌糸融合し同一の細胞内に複数の核を有するこ
とができるヘテロカリオン菌株を作ることが知られています。こ
れらについてはヘテロカリオン菌株であることが考えられます。
Sclero t ium de lph in i i は 現 在 Sc lero t ium ro l f s i i の 変 種 で あ る
Sclero t ium rol f s i i  var.  delphin i i とされています。形態的特徴より
Sclero t ium rol f s i i と一致していることからこれら 20 種すべてを
Sclero t ium rol f s i i と同定しました。  
 
日本病名目録ではヤマヤグルマギクはヤグルマギクの項でタマ
ノカンザシはギボウシ類の項ですでに白絹病の報告があります
が，これらの種での報告はないため，新たな宿主範囲として提案
致しました。  
また，リュウノウギクは同属のキクの項でクリーピングフロック
ス・オイランソウは同属のシバザクラの項でそれぞれ白絹病の記
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録はありますが，リュウノウギクはキク類の項に所属することが
妥当であり，またクリーピングフロックスは該当する項目がなく，
オイランソウはフロックスの項に所属することが妥当であるた
め，白絹病を追加提案致しました。  
また，ほかの種において，コウリンタンポポ，セルピルムソウ，
パイナップルリリー，ポピーマロー，ギンパイソウは項目がない
ので新たに項目を設け，その他の種についてはこれらの項目で白
絹病を新たに提案致しました。  
 
まとめです。森林公園では 53 科 101 属 120 種の植物から 40 属 150
病害検出されました。特に Cercospora 病，うどんこ病，白絹病，
さび病が多く検出されました。 Cercospora 属群は 10 科 13 属 15
種の植物に確認され，うどんこ病菌群は 16 科 17 属 25 種の植物
に確認され，さび病菌群は 14 科 16 属 24 種の植物に確認されま
した。白絹病菌群は 15 科 26 種 31 種の植物に確認され，そのう
ち 20 種が日本病名目録に記載のない植物でした。これら 20 種に
おいては新病害であり，平成 25 年度， 26 年度日本植物病理学会
関東部会と平成 2 5 年度関東東山病虫害研究会にて卒業生の舘と
ともに報告いたしました。  
 
最後に卒業研究を行うにあたり，ご指導ご援助頂いた多くの方に
厚く御礼申し上げます。ご清聴ありがとうございました。  
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